


 
 

Year Book 2024 の発刊に寄せて 
 
 

（一財）九州オープンイノベーションセンター（KOIC） 
会 長  瓜 生  道 明 

 
 

2024（令和６）年度は社会経済活動が正常化し、コロナ禍以前から企業に求めら
れていた地球温暖化対策、ＳＤＧｓ、人口減少下での社会課題解決等の取り組みに
ついて改めて対応が迫られた年となり、また、混沌とする世界情勢に加え、円安、
原材料・燃料費等の高騰、人手不足、賃金の引き上げ等、経営環境の厳しさが増す
年となりました。 

 
こうした中、本年度の九州オープンイノベーションセンター（ＫＯＩＣ）は企業
が取り組まなければならない課題のうちＧＸ（グリーントランスフォーメーション）
やＤEＩ（ダイバーシティ、エクイティ＆インクルージョン）等に着目し、オープン
イノベーションによる企業のグローバル化・技術開発の支援、ベンチャー企業・ス
タートアップ企業の支援、今後の経営改革や事業構想を企画・実践できる人材の育
成等、賛助会員をはじめ、頑張る中堅・中小企業の新しい時代に向けた変革の基盤
づくりに取り組みました。 

 
例えば、グローバル化の支援では、日本へのインバウンド等の増加に加えビジネ
ス面でも日本進出が注目され始めている東南アジアから、タイ王国の経済団体であ
るタイ日経済技術振興協会のミッションの受け入れを行いました。 
技術開発の支援では、中小企業の新事業の創出、産学連携型の技術開発から事業
化支援までの一貫した伴走支援を推進するとともに、環境・エネルギー分野、医療
機器・ヘルスケア分野等の九州戦略産業の振興等の支援を行いました。 
ベンチャー企業・スタートアップ企業の支援では、大学のシーズを起業化するベ
ンチャー育成支援事業、大学・高専生のチャレンジ精神の涵養を目的にベンチャー・
ビジネスプランコンテスト支援事業を行いました。 
人材の育成では、中小企業や団体の経営幹部およびネクストリーダー層を対象に
生成ＡＩをテーマに実践的な講座を開催。また、電力・エネルギー分野の若手研究
者を対象に海外研究交流活動支援等を実施しました。 
加えて、九州経済産業局と連携し、ＧＸの取組みの一つである中小企業が取り組
むカーボンニュートラル（ＣＮ）成果事例調査・事例集の作成、普及啓発セミナー
等を行いました。また、ＳＤＧｓの取組みの一つであるＣＳＶ経営（地域・社会課
題解決と企業の収益性の両立を目指す取り組み）の普及のため、中間支援団体に着
目したカンファレンスを開催しました。 
さらに、当財団並びに当財団事業の認知度向上のため、パンフレットの改訂、ホ
ームページやメールマガジン、Ｆａｃｅｂｏｏｋを活用した情報発信を行いました。 

 
以上のようにＫＯＩＣは、九州全域をカバーする産業支援機関として「課題解決
先進地域 九州」を実現すべく、関係機関とも密接に連携しながら、多様な事業を展
開し、地域の皆様からの信頼と期待に応えられるように役割を果たして参りますの
で、これからも皆様の一層のご支援、ご協力を賜りますよう、よろしくお願い申し
上げます。 
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Ⅰ．運営概要 
 

１． 名  称 一般財団法人 九州オープンイノベーションセンター  
英文表記 Kyushu Open Innovation Center  略称：KOIC 

 

２． 設  立 2020（令和 2） 年 4 月 1 日 
 

３． 設立目的 
九州地域において、オープンイノベーション等による産業技術

の振興及び新技術の創出に関する諸事業を総合的かつ効率的に推
進することにより、九州地域の活性化を図り、もって我が国経済
の健全な発展に寄与することを目的としています。 

 

４． 事業内容 
イノベーション等に関する支援 
産業技術の振興に関する支援 
新事業の創出に関する支援 
その他この法人の目的を達するための必要な事業 

 

５． 所 在 地 〒812-0013 福岡市博多区博多駅東２丁目１３番２４号 
電  話 092（411）7391（代表） ＦＡＸ 092（472）6609 
Web Site https://www.koic.or.jp 

 

６． 敷地及び建物 
敷  地 敷地面積  263.82 ㎡ 
建  物 建築面積  199.80 ㎡  延床面積 603.76 ㎡ 
     鉄骨造   地上３階建 

 

７． 組  織 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                       

 

 

理 事 会 

（代表理事） 
会長 

事務局長

参 与

監 事

企画委員会

イノベーション推進部総 務 部 技 術 振 興 部

顧 問

評議員会

（業務執行理事）

専務理事 
常務理事
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Ⅱ．設立趣旨 
 

当財団は、2020（令和２）年４月に、一般財団法人九州産業技術センターと一般財団法人

九州地域産業活性化センターが合併し設立された法人です。 

一般財団法人九州産業技術センターは、1985（昭和 60）年６月に設立され、産業技術の普

及、啓発等に関する諸事業を総合的、かつ効率的に推進することにより、九州地域における産

業技術の振興を図ることで、技術の高度化や新産業技術の発展に貢献してきました。 

一般財団法人九州地域産業活性化センターは、1987（昭和 62）年 12 月に設立され、九州

地域における産業の活性化に関するグランドデザインの調査研究及び大学発ベンチャー、IoT

事業、女性活躍事業等の推進による新事業の創出を通じ、九州の産業の活性化に貢献してきま

した。 
 

しかし近時の経済社会は、両センターのこれまでの事業では解決できないほどの大きな変化

に直面しています。 

特に、市場の成熟化と多様性に加え、あらゆるモノがインターネットに繋がり、情報がやり

とりされ、その情報が価値を生み出すデジタル化とグローバル化の進展を背景として、技術革

新のスピードが早まっています。こうした動きの中で、カスタマイゼーション、シェアリング

ビジネス、データエコノミーなどの新事業やビジネスが次々と生まれています。 

また、人口減少と少子高齢化等の社会的な課題を解決するための生産性向上、人材の育成、

新製品・サービスの開発なども急務となっています。 
 

この様な経済社会の大きな変化に対し、単独の企業の経営資源のみで対応していくには限界

があり、外部の経営資源と組み合わせて、時代のニーズや課題に即応した新商品やサービス及

び新たな価値を創出するオープンイノベーションが必要とされています。 
 

こうした地域の要望に応えるべく、両センターの技術開発支援機能や産学連携による新事業

創出機能、グランドデザインの調査機能や新事業創出機能を統合し、オープンイノベーション

推進のための新たなプラットフォームとして、国内外の市場動向の把握から、気付きの場の提

供、人材の育成、技術開発・産学連携まで一貫した事業化支援機能を有する産業支援機関・一

般財団法人 九州オープンイノベーションセンターが設立されました。 

 

 

Ⅲ．沿  革 
 

2018（平成 30）年 10 月 九州オープンイノベーションセンター構想研究会（仮称）設置 

2018（平成 30）年 11 月 第 1 回九州オープンイノベーションセンター構想研究会開催 

                   （議長;九州電力㈱代表取締役会長 瓜生道明） 

2019（平成 31）年 2 月 第 2 回九州オープンイノベーションセンター構想研究会開催 

2019（平成 31）年 4 月 第 3 回九州オープンイノベーションセンター構想研究会開催 

2019（平成 31）年 4 月 合併合意覚書締結 

（一般財団法人九州産業技術センターを存続法人、一般財団法人

九州地域産業活性化センターを消滅法人として吸収合併する） 

2020（令和 2）年 4 月 名称変更登記、合併届出提出（内閣府） 

             九州オープンイノベーションセンター開所式開催 

2020（令和 2）年 9 月 合併届出承認（内閣府） 
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創出機能、グランドデザインの調査機能や新事業創出機能を統合し、オープンイノベーション

推進のための新たなプラットフォームとして、国内外の市場動向の把握から、気付きの場の提

供、人材の育成、技術開発・産学連携まで一貫した事業化支援機能を有する産業支援機関・一

般財団法人 九州オープンイノベーションセンターが設立されました。 

 

 

Ⅲ．沿  革 
 

2018（平成 30）年 10 月 九州オープンイノベーションセンター構想研究会（仮称）設置 

2018（平成 30）年 11 月 第 1 回九州オープンイノベーションセンター構想研究会開催 

                   （議長;九州電力㈱代表取締役会長 瓜生道明） 

2019（平成 31）年 2 月 第 2 回九州オープンイノベーションセンター構想研究会開催 

2019（平成 31）年 4 月 第 3 回九州オープンイノベーションセンター構想研究会開催 

2019（平成 31）年 4 月 合併合意覚書締結 

（一般財団法人九州産業技術センターを存続法人、一般財団法人

九州地域産業活性化センターを消滅法人として吸収合併する） 

2020（令和 2）年 4 月 名称変更登記、合併届出提出（内閣府） 

             九州オープンイノベーションセンター開所式開催 

2020（令和 2）年 9 月 合併届出承認（内閣府） 
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S
T
E
P
３
：
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
ニ
ー
ズ
・
シ
ー
ズ
を
探
求
し
、
繋
い
で
、
事
業
化
す
る

（
事

業
化

の
た

め
の

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー
ト

）

九
州
・
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
育
成
支
援
事
業
（

九
州
・

大
学
発

ベ
ン
チ

ャ
ー
振

興
会
議

）
◆

九
州

の
大

学
研

究
シ

ー
ズ
の

起
業
化

支
援
。

2
2
件

の
大
学

シ
ー
ズ

に
2
3
0
0
万

円
を
提

供
。

1
6
件

の
企

業
ニ

ー
ズ

に
対

し
大

学
シ
ー

ズ
の
マ

ッ
チ
ン

グ
を
図

っ
た

◆
Ｊ

Ｓ
Ｔ

事
業

（
通

称
：

P
A
R

K
S
）

と
連
携

、
更
な

る
エ
コ

シ
ス
テ

ム
の
構

築
を
図

っ
た

九
州
・
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
・
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
支
援
事
業

（
九

州
N

B
C
と

の
連

携
）

◆
大

学
・

高
専

の
学

生
を

対
象

と
し
た

ベ
ン
チ

ャ
ー
ビ

ジ
ネ
ス

プ
ラ
ン

コ
ン
テ

ス
ト
を

開
催

。
3
6
件

の
応

募
が

あ
り

、
グ

ラ
ン

プ
リ
の

九
工
大

チ
ー
ム

は
起
業

家
甲
子

園
に
て

総
務

大
臣

賞
受

賞

九
州
の
戦
略
産
業
の
振
興

（
戦

略
産
業

ク
ラ
ス

タ
ー
組

織
：

K
-R

IP
、

H
A
M

IQ
）

◆
環

境
･エ

ネ
ル

ギ
ー

、
医

療
機
器

･ヘ
ル

ス
ケ

ア
分
野

の
産
業

振
興
組

織
の
運

営
を
支

援

【
新
事
業
の
掘
り
起
こ
し
か
ら
研
究
開
発
・
上
市
に
至
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
】

オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー
等
の
開
催

（
九

州
経

済
産

業
局

と
の

連
携

）
◆

K
O

IC
、

九
経

局
、

K
IC

C
、

J-
S
ta

rt
u
p
 K

Y
U

S
H

U
共

催
で

、
２

月
に
オ

ー
プ
ン

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
フ

ォ
ー

ラ
ム

を
開

催

九
州
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
戦
略
会
議

(K
IC

C
)

◆
大

学
、

高
専

、
公

設
試

、
産

業
支
援

機
関
等

6
1
機

関
が
参

加
す
る

産
業
支

援
プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

。
設

立
か

ら
１

５
年

を
経
て

、
あ
り

方
を
検

討
し
た

結
果
、

解
散
を

決
議

九
州
E
a
rt
h
戦
略
Ⅱ
実
現
に
向
け
た
新
事
業
創
出
事
業

（
JK

A
補

助
事
業

）
◆

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
と

職
員
に

よ
る
企

業
ニ
ー

ズ
・
シ

ー
ズ
の

訪
問
調

査
◆

マ
ッ

チ
ン

グ
支

援
、

ブ
ラ
ッ

シ
ュ
ア

ッ
プ
研

究
会
、

技
術
開

発
支
援

、
事
業

化
支
援

◆
G

o
-T

e
ch

申
請

を
目

指
す
プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト
の

発
掘
・

組
成

成
長
型
中
小
企
業
等
研
究
開
発
支
援
事
業

（
G

o
-T

e
ch

事
業
）

◆
G

o
-T

e
ch

事
業

に
採

択
さ
れ

た
５
事

業
の
プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト
管

理
を
実

施
◆

過
去

支
援

事
業

の
事

業
状
況

の
フ
ォ

ロ
ー
ア

ッ
プ
を

実
施

他
機
関
と
の
連
携
事
業

◆
産

業
支

援
機

関
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ
交

流
会
参

加
、
産

総
研
九

州
セ
ン

タ
ー
、

中
小
機

構
九

州
本

部
等

と
連

携
し

、
情
報

交
換
を

実
施

成
功
報
酬
型
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
事
業
（

経
営
者

に
寄
り

添
う
伴

走
型
コ

ー
デ
ィ

ネ
ー
ト

）
◆

経
営

者
に

寄
り

添
っ

た
コ
ー

デ
ィ
ネ

ー
ト
活

動
に
よ

り
新
事

業
開
発

･新
市

場
獲

得
支

援
・

補
助

金
等

資
金

獲
得

支
援

を
実
施

◆
事

業
開

始
か

ら
１

０
年

の
区

切
り
と

な
る
６

年
度
末

で
事
業

終
了

S
T
E
P
１
：
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
気
付
き
を
発
信
・
普
及
す
る

（
G

X
・

C
N
、

C
S
V
経

営
等

の
新

し
い
ビ

ジ
ネ
ス

の
気
付

き
の
提

供
）

世
界
の
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
拠
点
と
の
交
流
事
業

◆
タ

イ
日

経
済

技
術

振
興

協
会

（
T
PA

）
の

ミ
ッ
シ

ョ
ン
受

入
れ

◆
T
P
A
、

中
華

人
民

共
和
国

訪
問
、

過
去
の

ミ
ッ
シ

ョ
ン
派

遣
先
フ

ォ
ロ
ー

等

地
域
・
社
会
課
題
解
決
の
担
い
手
支
援
の
た
め
の
エ
コ
シ
ス
テ
ム
創
出
事
業

（
九

州
経

済
産

業
局

と
の

連
携

）
◆

中
間

支
援

団
体

に
着

目
し
ゼ

ブ
ラ
企

業
を
支

援
す
る

エ
コ
シ

ス
テ
ム

の
普
及

啓
発
の

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
４

回
開

催

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
に
向
け
た
脱
炭
素
経
営
普
及
促
進
事
業

（
九

州
経

済
産

業
局

と
の

連
携

）
◆

脱
炭

素
経

営
に

取
り

組
ん
で

い
る
先

行
事
例

の
成
功

要
因
を

分
析
し

、
事
例

集
に
と

り
ま

と
め

、
G

X
推

進
フ

ォ
ー
ラ

ム
を
開

催

グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
（
G
X
）
研
究
会

◆
ア

ー
ク

エ
ル

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

ズ
（
株

）
等
と

連
携
し

、
G

X
普

及
啓
発

セ
ミ
ナ

ー
を

３
か

所
で

開
催

（
産

学
官

連
携

の
G

X
研

究
会
設

置
を
目

指
す
）

社
会
課
題
解
決
の
た
め
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

◆
ユ

ヌ
ス

・
ジ

ャ
パ

ン
と

連
携

し
、
昨

年
度
よ

り
も
ビ

ジ
ネ
ス

プ
ラ
ン

創
出
に

重
点
を

お
き

、
参

加
者

提
案

の
プ

ラ
ン

を
7
回

の
ワ

ー
ク
シ

ョ
ッ
プ

で
ブ
ラ

ッ
シ
ュ

ア
ッ
プ

九
州
経
済
を
考
え
る
懇
談
会
（

九
州
経

済
の
課

題
と
解

決
に
向

け
た
意

見
交
換

会
）

◆
九

州
６

経
済

団
体

の
ト

ッ
プ

会
談
、

経
済
界

の
共
同

事
業
推

進
を
図

っ
た

地
域
技
術
交
流
事
業

（
九

州
・

沖
縄

地
区

国
立

大
学

法
人
産

学
官
連

携
関
連

ｾﾝ
ﾀｰ
長

等
会
議

）
◆

国
立

大
学

法
人

と
産

業
界
等

と
の
共

同
研
究

推
進
に

つ
い
て

、
鹿
児

島
大
学

を
当
番

校
に

意
見

交
換

を
実

施

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
普
及
啓
発
事
業

◆
九

経
連

、
K
-R

IP
と

連
携

し
展
示

会
出
展

や
台
湾

等
ミ
ッ

シ
ョ
ン

派
遣
を

実
施

情
報
提
供
事
業

◆
デ

ジ
タ

ル
メ

デ
ィ

ア
、

活
字

媒
体
の

活
用
に

よ
る

K
O

IC
の

認
知
度

向
上
を

図
っ
た

S
T
E
P
２
：
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
進
め
る
人
材
を
育
成
す
る

（
G

X
の

視
点

、
Ａ

Ｉ
を

活
用
し

た
イ
ノ

ベ
ー
シ

ョ
ン
推

進
人
材

の
育
成

）

九
州
ネ
ク
ス
ト
リ
ー
ダ
ー
塾
（

W
e
b
と

の
併
用

）
◆

Ａ
Ｉ

を
テ

ー
マ

に
２

期
（
４

回
）

の
ワ

ー
ク

シ
ョ
ッ

プ
で
新

た
な
ビ

ジ
ネ
ス

潮
流
を

理
解

し
、

柔
軟

な
発

想
と

ス
ピ

ー
ド
感

を
持
っ

た
次
代

の
変
革

リ
ー
ダ

ー
育
成

支
援

若
手
研
究
者
海
外
研
究
交
流
支
援
事
業

(国
際

会
議

、
留

学
支
援

)
◆

電
力

・
エ

ネ
ル

ギ
ー

分
野
の

若
手
研

究
者
の

グ
ロ
ー

バ
ル
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク
構

築
支
援

2
0
2
4
（
令
和
６
）
年
度

事
業
一
覧

◇
社
会
課
題
の

解
決
と
新
市
場
等
の
創
出
を
同
時
達
成

す
る

先
導

地
域

九
州

の
実

現
に

向
け

、
オ

ー
プ

ン
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

の
「
場

」
の

提
供

と
事

業
化

等
の

「
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
ト

」
を

推
進

◇
V

U
C
A
の
時
代
を
生
き
抜
く
た
め
の

S
D

G
ｓ
／

C
S
V
経

営
の

視
点

お
よ

び
喫

緊
の

課
題

で
あ

る
G
Ｘ

、
C
N
へ

の
対

応
に

着
目

し
た

、
中

小
企

業
が

取
り

組
む

べ
き

課
題

へ
の

気
付

き
の

場
の

提
供

や
人
材
の
育
成
に
取
組
む
と
共
に
、
大
学
発
ベ
ン
チ

ャ
ー

支
援

、
技

術
開

発
の

企
画

段
階

か
ら

事
業

化
ま

で
一

貫
し

た
伴

走
支

援
に

取
組

む
。

川 上 領 域

下
線

：
令

和
５

年
度

か
ら

の
変

更
箇

所
／

 №
 
→

 黒
:振

興
支

援
事

業
､紫

:産
業

技
術
振

興
事

業
､青

:普
及
啓

発
事

業
､赤

:人
材

育
成

事
業

､緑
:情

報
提

供
事

業
､黄

:収
益

事
業

1 2 3 6 74 5 9 10 118

川 下 領 域

1 2 3

各 事 業 の 参 加 企 業 の ニ ー ズ 把 握 ・ 事 業 化 へ の 繋 ぎ

4 5 6 7 98

実
施
主
体
間
の
情
報
共
有
・
連
携

企
業
変
革
・
社
会
変
革
を
推
進
す
る
人
材
投
資
・
支
援

-5-
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Ⅳ．2024（令和6）年度の事業概要（令和６年４月１日から令和７年３月３１日まで） 

 
川  上  領  域  

 
STEP１：イノベーションの気付きを発信・普及する 

（GX・CN、CSV経営等の新しいビジネスの気付きの提供） 
 

1. 世界のオープンイノベーション拠点との交流事業 

近年、東南アジアから日本へのインバウンド等の増加に鑑み、ビジネス面でも日本進出が注目さ

れ始めていることから、東南アジアのイノベーション関連支援機関と連携して、タイ日工業大学

（TNI）の経営学部３年生９名の研修生の受け入れを４月に実施し、ＤＸ・環境に関するセミナー

を行い、交流を図った。また、タイ王国の経済団体であるタイ日経済技術振興協会（TPA）のミッ

ション受け入れを３月に実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

さらに、中華人民共和国駐福岡総領事館の案内により、蘭州・西安を訪問する「九州経貿訪中

団」に職員を１名派遣した。 

加えて、昨年ミッションを派遣したシンガポールとのフォローアップとして、シンガポール大使

館主催のネットワーキングイベントを後援し、交流を促進した。 

   

■ 今年度の交流事業 

日 程 国 名 交流内容 概 要 

2024.4.24 タイ王国 タイ日工業大学

(TNI)研修生受け

入れ 
 

経営学部3年生9名の研修生を受け入れ、

セミナーを開催。 

KOICの紹介及び九州におけるDXの取り組

み（九州先端科学技術研究所、オートシス

テム(株)）、環境への取り組み（K-RIP）の

紹介 

－ 7－
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2024.7.21～23 タイ王国 タイ日経済技術

振興協会(TPA)

表敬訪問 

TPA からの招待で瓜生会長他 3 名が TPA を

表敬訪問 

TPA 及び Startup×Innovation Thailand 

Expo 2024 の見学、TPA 前会長との意見・

情報交換を実施。 

2024.8.29～9.4 中華人民

共和国 

「2024 九州経

貿訪中団」への

参加 

(株)正興電機製作所・土屋会長を団長とし

て 14 名が参加 

蘭州・西安の企業・施設見学、市政府座談

会等により関係者との交流を実施。 

2025.3.3～6 タイ王国 タイ日経済技術

振興協会(TPA)

受け入れ 

タイ王国・九州経済交流事業として、「環

境・カーボンニュートラル」をテーマに施

設見学・セミナー・交流会を実施。 

タイ TPA からは 11 名が参加。 

2025.3.10～12 シンガ

ポール 

ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ大使館

主催 ｽﾀｰﾄｱｯﾌﾟ企

業交流事業 

福岡、北九州でのネットワーキングを開催 

KOIC は 11 日の福岡での開催を後援。 

 

2. 地域・社会課題解決の担い手（中小事業等）支援のためのエコシステム創出事業 

地域で持続的な社会課題解決の担い手となる中小企業（ゼブラ企業※）を支援するエコシステ

ムの普及・啓発および新たなエコシステム創出につなげることを目的に、九州経済産業局と連

携して中間支援団体※と人材・資金・成果（インパクト）など、様々な視点（ゲストスピー

カー）を掛け合わせた双方向対話型のカンファレンスを４回実施した。 
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※「ゼブラ企業」とは 

「ビジネスの手法で地域課題の解決にポジティブに取り組み、社会的インパクト（事業活

動や投資によって生み出される社会的・環境的変化）を生み出しながら、収益を確保す

る企業（中小企業庁 HP から）」 

※「中間支援団体」とは 

「多元的社会における共生と協働という目標に向かって、地域社会とＮＰＯの変化やニー

ズを把握し、人材、資金、情報などの資源提供者とＮＰＯの仲立ちをしたり、また、広

義の意味では各種サービスの需要と供給をコーディネートする組織（内閣府『中間支援

組織の現状と課題に関する調査報告』）」 

 

  ■地域・社会課題解決カンファレンス 

 開催日・場所 概 要 

第
１
回 

８月 19 日 

参加者： 

（会   場）17 名 

（オンライン）36 名 

場所:九州経済産業局 

・テーマ：ローカル・ゼブラ企業の育成とその生態系づくり 

・対 象：ローカル・ゼブラ企業支援のためのエコシステム創

出に関係する方々 

・講 師：NPO 法人ETIC. 山内幸治 氏 

・満足度：基調講演 76％（大いに満足 40％、満足 36%） 

     ｶﾝﾌｧﾚﾝｽ  82％（大いに満足 69％、満足 13％） 

第
２
回 

10 月 16 日 

参加者： 

（会   場）17 名 

場所：鹿児島 

HITTOBE powered 

by The Company 

・テーマ：地域・社会課題を成長のエンジンに転換する事業づ

くり 

・対 象：ローカル・ゼブラ企業支援のためのエコシステム創

出に関係する方々 

・講 師：東シナ海の小さな島ブランド（株）山下賢太 氏 

・満足度：89％（大いに満足 65％、満足 24％）  

第
３
回 

11 月 12 日 

参加者： 

（会        場）17 名 

場所:九州経済産業局  

・テーマ：地域・社会課題解決に求められる社会的投資 

・対 象：ローカル・ゼブラ企業支援のためのエコシステム創

出に関係する方々 

・講 師：プラスソーシャルインベストメント（株） 

 野池雅人氏 

・満足度：82％（大いに満足 41％、満足 41％）  

第
４
回 

1 月 29 日 

参加者： 

（会        場）30 名 

（オンライン）65 名 

場所:九州経済産業局 

・テーマ：地域のシステムチェンジを促進するエコシステムの

要素とメカニズム 

・対 象：ローカル・ゼブラ企業支援のためのエコシステム創

出に関係する方々 

・講 師：（一財）社会変革推進財団 工藤七子 氏 

・満足度：基調講演 84％（大いに満足 54％、満足 30％） 

     ｶﾝﾌｧﾚﾝｽ  77％（大いに満足 48％、満足 29％） 

 

3. 中小企業・小規模事業者のカーボンニュートラル実現に向けた脱炭素経営普及促進事業 

九州経済産業局と連携し、カーボンニュートラル実現に向けた中小企業の脱炭素経営を促進

するために、先進事例の成功要因の分析・研究を行うとともに関係する諸機関合同の事業成果

発表会を実施した。 
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１２月の脱炭素経営支援事例研究会では、支援機関による成功事例の抽出や専門家同士の事

例研究会を通じて、成功要因やノウハウを整理し、事例集として取りまとめた。 

また、２月の九州ＧＸ推進フォーラムでは、ＮＯＶＡ※事業および福岡市事業と合同で開催

し、広範な情報共有の機会となった。 

   ※「NOVA 事業」：令和 6 年度地域経済産業活性化対策調査（地域サプライチェーンにおけ
る中堅・中核企業を中心とした脱炭素化への取組に関する調査）事業→地方経済産業局の
政策立案能力を高める目的で、経済局からの提案に経済本省が政策的経費を予算付けし、
実施する事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

脱炭素経営支援事例研究会 

日時 2024 年 12 月 2 日 13：30～16：15 

場所 福岡合同庁舎 1 階 大会議室 

参
加
者 

専 門 家 ・独立行政法人中小企業基盤整備機構九州本部 
・一般社団法人エネルギーマネジメント協会 
・株式会社肥後銀行 
・田島株式会社 
・アークエルテクノロジーズ株式会社 

事業関係者 ・一般財団法人九州オープンイノベーションセンター 
・九州経済産業局 資源エネルギー環境部 資源エネルギー環境課 

事 務 局 ・株式会社 ATGREEN 
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プ
ロ
グ
ラ
ム 

1. 趣旨説明 
2. 参加専門家による活動・事例紹介 
3. 活動・事例紹介を踏まえた論点提起 
4. 議論・意見交換 
5. 意見のまとめ・今後求められる支援の仕方や支援の在り方について 

概      

要 

専門家の守備範囲が異なるため、一人の専門家が全ての領域を網羅した支援は難し
い。そのため、専門家同士を繋ぐことや得意分野の可視化が重要である。九州管内
でのアライアンス体制の構築やデジタルツールの活用が求められ、算定支援ツール
による生産設備の評価と生産性の評価連動が今後のポイントとなる。フェイス・
トゥ・フェイスのつながりを大切にしつつ、デジタルツールを活用して効率的・継
続的な脱炭素経営を示すことが重要である。 

 
 
九州GX推進フォーラム ～脱炭素を通じた中小企業の価値創造～ ３事業連携報告会 
日時 2025 年 2 月 12 日 13：00～17：00 
場所 電気ビルみらいカンファレンス 大会議室 

参
加
者 

234 名(対面 104 名・オンライン 130 名) 

プ
ロ
グ
ラ
ム 

基調講演及び各事業の概要報告、事例発表等 
［NOVA 事業］九州全体のサプライチェーンを対象に、再生可能エネルギーの利用促

進や自動車・航空機・半導体分野の脱炭素化に向けた取り組みの紹
介。 

［福岡市/K-RIP 事業］福岡市内の中小企業によるカーボンゼロ商品開発支援につい
て、具体的な事例や自治体の取り組みを発表。 

［KOIC 事業］中小企業が脱炭素経営を進めるための外部リソース活用の重要性を紹
介。 

 
４. グリーントランスフォーメーション（GX）研究会 

産学官連携によるカーボンニュートラル実現に向けた現状の取り組みと課題について、九州

経済産業局や九州大学などの関係機関と情報共有、意見交換を実施した。その結果、中小企業

の取り組み気運が重要であり、当面の取り組みとして、今年度はカーボンニュートラル普及啓

発セミナーを九州内３都市で開催した。参加者は３か所合計で２０７名、総合満足度は３か所

合計で８０％となった。 

開催日／場所 プログラム 

10 月 1 日 
熊本市 
 
参加者:61 名 
 

・開催挨拶：（一財）九州ｵｰﾌﾟﾝｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ   会長   瓜生 道明 
・基調講演：アークエルテクノロジーズ㈱ 代表取締役      宮脇 良二 ⽒ 
・講演  ：熊本県 環境立県推進課  政策監               若杉  誠 ⽒ 
         アークエルテクノロジーズ㈱ マネジャー   小堺 理史 ⽒ 

㈱TAKATA PAPER PRODUCTS 代表取締役    高田加代子 ⽒ 
(一社) グリーンコープ共同体 ｶｰﾎﾞﾝﾆｭｰﾄﾗﾙ推進事務局 

 棚町 伸良 ⽒ 
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・パネルディスカッション：登壇者によるパネルディスカッション 
・名刺交換会及び交流会 
・満足度：68％（大いに満足 8％、満足 60％） 

10 月 7 日 
鹿児島市 
 
参加者:51 名 
 

・開催挨拶：（一財）九州ｵｰﾌﾟﾝｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ 常務理事  ⼭田 真治 
・基調講演：アークエルテクノロジーズ㈱ 代表取締役         宮脇 良二⽒ 
・講演  ：鹿児島県エネルギー対策課ｴﾈﾙｷﾞｰ高度化係主事 福留 大晴 ⽒ 

アークエルテクノロジーズ㈱ マネジャー  小堺 理史 ⽒ 
㈱イワテック エネルギーソリューション部部長  鶴丸将太朗 ⽒ 
霧島酒造㈱グリーンエネルギー部 課長          東森 義和 ⽒ 

・パネルディスカッション：登壇者によるパネルディスカッション 
・名刺交換会及び交流会 
・満足度：93％（大いに満足 25％、満足 68％） 

12 月 4 日 
北九州市 
 
参加者:95 名 
 

・開催挨拶：（一財）九州ｵｰﾌﾟﾝｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ    会長   瓜生 道明 
・基調講演：アークエルテクノロジーズ㈱ 代表取締役        宮脇 良二⽒ 
・講演  ：北九州市産業経済局未来産業推進担当課長         岩本 真幸 ⽒ 

アークエルテクノロジーズ㈱ マネジャー       小堺 理史 ⽒ 
小倉合成工業㈱ 製造部 部長        原 雅宏 ⽒ 
サウンドピュア㈱ 代表取締役社長      坂井 英之 ⽒ 

・パネルディスカッション：登壇者によるパネルディスカッション 
・名刺交換会及び交流会 
・満足度：81％（大いに満足 19％、満足 62％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

                      

                   

 

 

    
           
           

    

                         
                                   

    で異常気象が発生し、大  な自   が増加するな
ど、気 変動問題への対 は今や人 共通の課題となっていま
す。 が国においては    年度の 室効果ガス     、
    年カーボンニュートラルの実現という国   を げ、
国家を げて対 する決意を表明しており、  の実現を通し
て国   を目 すことは、国、自治体、企業などあら る組
織の社会的使 となっています。
そのような流れの中、中小・中堅企業にとっても、ＧＸ・カー
ボンニュートラル・脱炭素化は けて通れない  の課題と
なっています。
本セミナーは、脱炭素化を進める企業の 様を対象に、「脱炭
素経営」に向けた取組みの第一 として、カーボンニュートラ
ルの基   、先進的取組みをされている地域企業の実例を 
ントに、自社での「脱炭素経営」の取り組みの っかけとして
いた くことを目的としています。
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5. 社会課題解決のためのソーシャルイノベーションプロジェクト 

持続的な成長やＥＳＧ投資への対 の重要性が 摘される中で、さまざまな社会的な課題に

ついて事業を通して解決していくことは、企業価値を高めるとともに、新たな分野を切り拓く

ことにもつながるため、一般社団法人ユヌス・ジャパンと連携して、「ソーシャルビジネス」を創

出する「社会課題解決のためのソーシャルイノベーションプロジェクト」講座を開催した。 

ソーシャルビジネスのビジネスプランを構想している人を対象に、全７回のインプットセミ

ナーと各参加者のビジネスプランに対し、メンターによるアドバイスを行うワークショップを

通じて、各参加者がビジネスプランのブラッシュアップを実施し、最終回ではプレゼン及び講

評を行った。（ 総合満足度は７回合計で９３％（大いに満足５４％、満足３９％）） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開催日・参加者数 プログラム 

第 1回 
7 月 1 日 
WEB参加者:  名 
会場参加者 :  名 

合計 :  名 

1.「地域・社会課題解決型ビジネスの創出に向けて」 
九州経済産業局 総務企画部 企画調査課 課長 ⼭口 寛 ⽒ 

 .「福岡市スタートアップ支援について」 
福岡市 経済観光文化局創業支援課創業推進係 係長 松尾 彩佳 ⽒ 

 .「なぜ今の社会に社会起業家がもとめられているか」 
一般社団法人ユヌス・ジャパン   代表理事 岡田 昌治 ⽒  

第  回 
8 月 1日 
WEB参加者:  名 
会場参加者 : 1 名 

合計 :  名 

1.「ソーシャルビジネス ケースメソッド 
～ ケースを体験しながら学ぶ ～」 

九州大学 名誉教授/中村学園大学   特任教授 星野 裕志 ⽒ 
 .「事例紹介①」 
オングリットホールディングス株式会社 社長室 原 由紀 ⽒ 

 .「事例紹介②」 
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株式会社マイソル 代表取締役     CEO 福澤 久 氏 
4.「事例紹介③」 

WorkStep 株式会社       代表取締役 田中 彩 氏 

第 3 回 

9 月 12 日 

会場参加者:27 名 

1.「ソーシャルコンセプトをつくる」 
株式会社ボーダレス・ジャパン 

ボーダレスアカデミー代表  半澤 節 氏 
2.ワークショップ 

第 4 回 

10 月 10 日 

会場参加者:30 名 

1.「持続可能なビジネスモデルを考える」 
株式会社ボーダレス・ジャパン 

ボーダレスアカデミー代表  半澤 節 氏 
2.ワークショップ 

第 5 回 

11 月 14 日 

会場参加者:19 名 

「収支計画＆成長ロードマップを描く」 
1. 収支計画の目的・意義 
2. 収支計画の基本構造 
3. 成長ロードマップを描く（演習有り） 
4. 収支計画の立案・見直しステップ（演習有り） 
5. 社会とつながる道具 
6. 最後に 

PwC Japan 有限責任監査法人   執行役 宮村 和谷 氏 

第 6 回 

12 月 12 日 

会場参加者:21 名 

1.「魅せるプレゼンテーションとは」 
非営利株式会社 eumo 
 創業者･共同代表取締役 新井 和宏 氏（鎌倉投信(株)創業者） 

2.「休眠預金活用事業等の応募をめざす」 
一般財団法人 日本民間公益活動連携機構（JANPIA） 

シニア・プロジェクト・コーディネーター   鈴木 均 氏 

第 7 回 

2 月 13 日 

会場参加者:20 名 

1. ビジネスモデル提案参加者 11 名によるプレゼン 
2. メンター参加者による講評 
3. EY 新日本有限責任監査法人及びユヌス・ジャパンによる講評 
4. 瓜生会長講評 

 
 

6. 九州経済を考える懇談会 

九州の経済６団体のトップ※が一堂に会し、「九州経済のあり方や課題及び具体的な政策」を

議論し、九州地域戦略会議・九州知事会および国等へ意見具申・要望を行う懇談会を、共同事

務局の（一社）九州経済連合会および（公財）九州経済調査協会と連携して開催した。 

※(一社)九州経済連合会会長、（一財)九州オープンイノベーションセンター会長、九州商工
会議所連合会会長、九州経済同友会代表委員、九州経営者協会会長、（公財)九州経済調査
協会理事長 

 

7. 地域技術交流事業（九州・沖縄地区国立大学法人産学官連携関連センター長等会議） 

九州、沖縄地区の国立大学法人と産業界等との研究業務の円滑な遂行を図ることを目的に、関

連法人と当財団がネットワークを構築し、産学官連携に関する現状と課題、協力体制等について

意見交換を行った。今年度は鹿児島大学が当番校（議長）となり、参加者は９大学、５機関から

２５名が参加した。 
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開催日 場所 意見交換テーマ 

11 月 6 日 鹿児島大学 ・産学連携人材の確保、育成、共有について 
・財源の確保について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8. カーボンニュートラル（ＣＮ）普及啓発事業 

カーボンニュートラルを推進するため、九州経済連合会等と連携し、九州の再生可能エネル

ギーのポテンシャルを踏まえた産業化を産学官一体となって推進する「再生可能エネルギーの

産業化を目指すアクションプラン（九州モデル）」実現の一助として、展示会への出展（次表

①）、検討会・委員会を開催（次表②）した。 

また、Ｋ－ＲＩＰと連携し、カーボンニュートラルにつながる海外事業展開の支援として、

８月に環境事業等を展開している企業３社と台湾・台北市等を訪問し、現地企業・政府機関と

商談や次年度の交流に向けた意見交換を行い、案件組成に向けた機密保持契約を１件締結した

（次表③）。２月には環境・一次産業に関する事業を展開している企業６社及び行政機関２者

とベトナム・ホーチミン市等を訪問し、現地企業・政府機関と商談や意見交換を行った（次表

④）。 
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① 展示会出展 

展示会名称 開催日 開催場所 概 要 

エコテクノ 
2024 

7 月 3 日 
～5 日

西日本総合 
展示場 
（北九州市）

・「再生可能エネルギー産業化推進委員会」の活
動・取り組みの紹介 

・大分県の佐伯重工業(水素)、宮崎県のシステム技
研(風力)、佐賀県の地中熱利用を出展 

・全体来場者数：17,224 名 
・当ブースへの訪問者数：約 100 名 

② 会議開催 

会議名 開催日 開催場所 概 要 

再生可能 
ｴﾈﾙｷﾞｰ産業化
推進委員会 

第1回 
10月3日 

九経連 

委員長：九州大学 副学長 佐々木 一成 氏 
講演「九州の再エネポテンシャルについて」 

九州大学副学長 佐々木 一成 氏 
出席者：25名 

第2回 
3月27日 

委員長：九州大学副学長 佐々木 一成 氏 
講演「再生可能エネルギー・電力サービス事業にお 

ける取組み」 
   丸紅㈱ 電力新事業部 第二課長 細川 啓介 氏 
出席者： 26 名 

水素 
ｴﾈﾙｷﾞｰ産業化
実務者会議 

第1回 
9月17日 

オンライン 

座長：九州大学大学院工学研究院教授 伊藤 衡平 氏 
議事：水素ステーション適地マップの更新方法 
   水素ステーションの整備目標の見直し 他 
出席者：23名 

地熱･温泉熱 
ｴﾈﾙｷﾞｰ産業化
実務者会議 

第1回 
8月30日 

オンライン 

座長：九州大学大学院工学研究院教授 藤光 康宏 氏 
講演「大分県九重地域における超臨界地熱資源量調

査」 
九州大学大学院工学研究院准教授 西島 潤 氏

出席者：24名 

第2回 
1月17日 

熊本市 

座長：九州大学大学院工学研究院教授 藤光 康宏 氏 
講演「『わいたモデル』による地域と共生しうる地

熱発電事業の展開」 
ふるさと熱電(株) 代表取締役 赤石 和幸 氏 

出席者：25 名 

海洋 
ｴﾈﾙｷﾞｰ産業化
実務者会議 
 

第1回 
8月26日 

長崎市 

座長：佐賀大学海洋ｴﾈﾙｷﾞｰ研究所教授 池上 康之 氏 
議事：海エネアクションプランに係る令和 6 年度の

取組状況 他 
出席者：17名 

第2回 
2月7日 

長崎市 
座長：佐賀大学海洋ｴﾈﾙｷﾞｰ研究所教授 池上 康之 氏 
施設見学：長崎海洋アカデミートレーニング施設 
出席者：18 名 

③ 台湾現地調査ミッション 
期 間 参加者 概 要 

8 月 25 日~ 
31 日 企業 3 社 

・現地企業等と 10 件の商談･意見交換を実施｡実地試験及び製

品の試作等の提案､並びに具体的協議に向けた機密保持契約

の締結などの成果を得た 

・現地の政府機関と令和 7 年度の交流内容に関する意見交換

を実施 
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④ ベトナムミッション 
期 間 参加者 概 要 

2 月 16 日~ 
22 日 

企業６社、 
行政機関２者 

・現地企業や政府機関との 19 件の商談や意見交換を実施 

・具体的協議に向けた機密保持契約２件を締結 

 

 

9. 情報提供事業 

各種手段・機会を利用してＫＯＩＣの認知度向上を図った。 

(1)デジタルメディアを活用した情報発信 

ホームページ、メールマガジンおよびＦａｃｅｂｏｏｋ、ＹｏｕＴｕｂｅ等のＳＮＳも活

用し、イベント・セミナー情報、関連施策等の公募情報等の発信を行った。ホームページは

情報を探し易く・使い易くなるよう不断の改善を行った。 

イベント・セミナー等は、より多くの皆様に参加いただけるよう、ハイブリット形式での

開催にも積極的に取り組んだ。 

 

主な内容 
HP 更新：51 回、メルマガ配信：（定期）24 回、（事業個別）98 回、

Facebook 配信：38 回、他 

 

(2)活字媒体を活用した情報発信 

ＫＯＩＣ設立から４年が経過し事業内容が変化してきたため、設立時に作成したパンフ

レットを見直し、改訂を行った。併せて、英語版の作成も行った。 

ＫＯＩＣの活動内容と成果をまとめたＫＯＩＣ年報（Ｙｅａｒ Ｂｏｏｋ２０２３）を作

成し、役員や賛助会員等に配布を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＫＯＩＣ年報（Year Book 2023） 

パンフレット（表紙） 

役・職員、関係者が外部の方に
KOIC を積極的に PR、配布する
目的から、携帯性に優れた A7 版 
サイズに折りたたんだパンフレッ
トを作成 
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STEP２：イノベーションを進める人材を育成する 
（GX の視点、ＡＩを活用したイノベーション推進人材の育成） 

 
 

10. 九州ネクストリーダー塾 

中小企業や団体の経営幹部およびネクストリーダー層を対象として、「生成ＡＩ」をテーマ

に『九州ネクストリーダー塾２０２４』を開催した。 

今年度は第１期と第２期に分け、第１期、第２期とも１日目はインプットセミナーをオンラ

インで開催し、２日目は参加者全員が実際にＣｈａｔＧＰＴ４．０（有料版）を使って対面で

ワークショップを実施した。計４回の開催で延べ３８０名が参加した。 

「生成ＡＩ」は非常に関心が高く、参加申し込み者数及び参加者数共に過去最高だった。ワーク

ショップでは、生成ＡＩを使うことで、各参加者が抱えている業務改革テーマの解決に資するアプ

リケーションを比較的容易に製作できる実体験が得られたことから、参加者アンケート結果でもＣ

ｈａｔＧＰＴを使ったワークショップの満足度が非常に高かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期 開催日 概 要 

第 1 期 

5 月 30 日 

テーマ：生成ＡＩ時代における事業経営戦略 

講 師：㈱ＤＸパートナーズ シニアパートナー 村上 和彰 氏 

参加者：165 名 

満足度：81%（大いに満足 34%、満足 47%） 

6 月 20 日 

テーマ：ChatGPT とともに創る生成 AI 時代のビジネスアイデア 

講 師：九州先端科学技術研究所 イノベーションアーキテクト 

              野中 広文 氏、上田 健次 氏 

参加者：34 名 

満足度：93%（大いに満足 62%、満足 31%） 
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第 2 期 

7 月 25 日 

テーマ：生成 AI を活用した今後のビジネスプロセスの姿 

講 師：㈱ＤＸパートナーズ シニアパートナー 村上 和彰 氏 

参加者：154 名 

満足度：63%（大いに満足 13%、満足 50%） 

8 月 22 日 

テーマ：ChatGPT を活用した業務用プロンプトの開発 

講 師：九州先端科学技術研究所 イノベーションアーキテクト 

                    野中 広文 氏 

参加者：27 名 

満足度：93％（大いに満足 74%、満足 19%） 

 

11. 若手研究者海外研究交流支援事業 

電力・エネルギー分野における九州の若手研究者の国際的な感覚や海外との人的ネットワーク

構築により九州の研究分野のグローバル化を図ることを目的に、 

大学・高専に所属する工学系・理学系の若手研究者の長期・ 

短期留学および国際研究集会参加を支援している。 

今年度は、外部委員で構成する選考委員会で選考の結果、 

後期の短期国外留学に１名、国際研究集会参加に５件の研究 

内容を、次年度前期の短期国外留学に１名、国際研究集会参 

加に２件の研究内容を採択した。 

派遣した研究者からは、帰国報告として報告書提出を求め、 

研究・発表内容の公表及び情報共有を行っている。 

 

区分 研究件名／研究者所属・役職 渡航先 
渡航 

期間 

助成金額

(千円) 

（後期） 

短期国外留学 

光–物質強結合条件下における電子移動

ﾀﾞｲﾅﾐｸｽの解明（九州大学 工学府 応用化

学専攻 分子生命工学ｺｰｽ 博士課程前期 1

年） 

ｼｪﾌｨｰﾙﾄﾞ

（英国） 
3 か月 1,150 

（後期） 

国際研究集会 

解離 Zn3P2 ﾄﾞｰﾊﾟﾝﾄ源を用いた分子線ｴ

ﾋﾟﾀｷｼｰ法による ZnTe の p 型伝導制御と

ZnTe 太陽電池への応用（佐賀大学大学

院 理工学研究科 理工学専攻 博士課程後

期 2 年） 

ｻﾝﾌﾗﾝｼｽｺ 

（米国） 
７日間 300 

機械学習を用いたﾌﾟﾗｽﾞﾏ発光による

SiO2 膜特性予測（九州大学 ﾏｽ･ﾌｫｱ･ｲﾝﾀﾞ

ｽ研究所 学術研究員） 

ｴｱﾌﾙﾄ 

(ﾄﾞｲﾂ) 
７日間 350 

音波接合を用いた REBCO 線材の金属安定

化層の低抵抗半田ﾌﾘｰ接合（九州大学大学

ｿﾙﾄﾚｲｸ 

ｼﾃｨｰ 
６日間 290 

－ 19 －



- 20 - 
 

院 システム情報科学府 電気電子工学専

攻 修士課程 2 年） 

(米国) 

ｼﾝｸﾛﾄﾛﾝ放射光を用いた変形誘起ﾏﾙﾃﾝｻｲﾄ

変態の 3 次元その場解析（九州大学 工学

府 機械工学専攻 博士課程 1 年） 

ｻﾞｸﾞﾚﾌﾞ 

(ｸﾛｱﾁｱ） 
７日間 350 

飽和流動沸騰熱伝達相関を補正するため

の機械学習に基づくｱﾌﾟﾛｰﾁ（佐賀大学 理

工学部 機械工学部門 助教） 

ﾎﾉﾙﾙ 

(米国) 
５日間 230 

（次年度・ 

 前期） 

短期国外留学 

「分子ﾙﾋﾞｰ」錯体を基盤とした持続可能

な光ｴﾈﾙｷﾞｰ変換材料の開発（九州大学大

学院 工学府 応用化学専攻 修士課程２

年） 

ﾏｲﾝﾂ 

（ﾄﾞｲﾂ） 
３か月 1,000 

（次年度・ 

前期） 

国際研究集会 

逆 SK ﾓｰﾄﾞを用いたｻﾌｧｲｱ基板上への

Zn1-xMgxO 単結晶薄膜成長:ﾊﾞｯﾌｧｰ層堆

積速度の影響（九州大学大学院 ｼｽﾃﾑ情報

科学府 電気電子工学専攻 修士課程１

年） 

ｴｸｽｱﾝ 

ﾌﾟﾛｳﾞｧﾝｽ 

（ﾌﾗﾝｽ） 

8 日間 320 

電気二重層ｷｬﾊﾟｼﾀにおけるMg ｲｵﾝの脱溶

媒和に有効なｶｰﾎﾞﾝ細孔構造の解明（長

崎大学大学院 総合生産科学科 助教） 

ﾎﾟﾙﾄ 

(ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ) 
9 日間 350 

 
 
 
川  下  領  域 
 

STEP３①：イノベーションのニーズ・シーズを探求し、繋いで、事業化する 
（イノベーションのニーズ・シーズを探求） 
 

 

1. 九州・大学発ベンチャー育成支援事業 

大学発ベンチャー企業創出のため九州・沖縄・山口の大学、産業界、ベンチャーキャピタル

をつなぐプラットフォームとして平成２９年に設立された「九州・大学発ベンチャー振興会議※

（事務局：ＫＯＩＣ）」は、ギャップ資金やアントレプレナーシップ教育等の提供を行い、大

学のシーズからベンチャー企業を創出するエコシステムの構築を図ってきた。 

今年度は、新規企業会員の募集活動を積極的に行い５社が入会（３社退会）し、企業会員は 

３８社となった（オブザーバー２社含む）。また、国立研究開発法人科学技術振興機構（ＪＳ

Ｔ）の大学発新産業プログラムに採択されたプラットフォーム（通称：ＰＡＲＫＳ。主幹機

関：九州大学、九州工業大学。１８大学が加入）とも連携し、さらなるエコシステムの充実を

図った。 
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具体的な活動としては８月に実務担当者による「第９回九州・大学発ベンチャー振興実践会議」

を開催し、１４大学から２２件のシーズが提出され、また令和２年度から始めた企業のニーズから

大学のシーズを探索しマッチングさせる事業では９企業から１６件のニーズが提出された。 

その後、企業からのギャップ資金提供の調整を行い、１月に２２件の大学のシーズに対し 

２，３００万円を提供（うちＫＯＩＣは、９件のシーズに４５０万円を提供）した。また、１６件

の企業ニーズに対し２５件の大学シーズが提出され、順次マッチングを行い１件が共同研究予定、

１１件が協議継続中、１３件が協議終了となっている。 

２月には、代表者による「第９回九州・大学発ベンチャー振興会議」を開催し、今年度の活動報

告を行い、来年度も同様の活動を行うことが承認された。 

この他、過去シーズの成果として設立されたベンチャー企業は、本会議が今年度新たに把握した

３社を加え合計２８社となった。また過去の企業、大学のマッチングの中から１１件の共同研究が

開始され、２件が共同研究開始予定である。 

   ※九州・大学発ベンチャー振興会議（令和 7 年 3 月末現在）： 

18 大学（準会員 4 校含む）、２1 事業会社、11 金融機関、１保険、3ＶＣ、6 経済団体で構成 

■ギャップ資金提供先のうちKOIC提供先 

№ 大学 研究開発の名称 所属 研究者名 提供額 

1 九州大学 
建築の温湿度・熱負荷計算
ソフト「THERB for HAM」 

人間環境学研究院 
教授 

尾崎明仁 500,000 

２ 九州工業大学 
外耳道内画像を用いたバイ
オメトリクス個人認証シス
テムの提案 

工学研究院 
教授 

中藤良久 500,000 
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３ 九州工業大学 
多種多様な植物のペプチド
の利用方法と探索方法 

情報工学研究院 
教授 

花田耕介 500,000 

4 佐賀大学 
臀部電気信号測定を基にし
た排便予測システム 

理工学部 
教授 

木本 晃 500,000 

５ 佐賀大学 
新たな半月板再建技術の確
立 

医学部 
助教 

村田大紀 500,000 

６ 鹿児島大学 
組織移行性抗体と抗体連結
技術による新たな高機能性
創薬基盤技術 

理工学研究科 
教授 

伊東祐二 500,000 

７ 鹿児島大学 
ウイルスの種類によらない
万能型抗ウイルス剤 

ﾋﾄﾚﾄﾛｳｲﾙｽ学共同
研究ｾﾝﾀｰ 教授 

池田正徳 500,000 

８ 福岡大学 
スポーツ現場における運動
強度測定システムの開発 

スポーツ科学部 
教授 

上原吉就 500,000 

９ 福岡工業大学 
高齢者自立支援のための俳
句を利用した対話システム 

情報工学部 
教授 

馬場謙介 500,000 

   提供金額計 4,500,000 

 

■振興会議にシーズを提出後、設立されたベンチャー企業（2８社） 

№ 大学 研究開発の名称 提出年度 設立企業名 
企業設立 

時期 

1 九州大学 

九大カイコバイオリソースと

昆虫工場を用いた難発現性タ

ンパク質の大量生産システム 

H29 年度 KAICO㈱ H30 年 4 月 

２ 福岡大学 

不妊症における治癒不能な子

宮内膜着床不全の治療法の開

発 

H29 年度 ㈱キュベレ Ｈ30 年８月 

３ 九州大学 
接触圧センサ体ウェアラブル

血流計の開発 
H29 年度 Palmens㈱ Ｈ31 年 3 月 

4 宮崎大学 

宮崎県沿岸域における循環型

サクラマス養殖生産事業の定

着化 

H30 年度 ㈱Smolt Ｈ31 年 4 月 

５ 九州工業大学 

柔軟膜で包み込んで対象物を

把持する新しいロボットハン

ドの開発 

H29 年度 
KiQ Robotics

㈱ 
Ｈ31 年 4 月 

６ 宮崎大学 高機能性ヒト抗体開発シーズ H30 年度 
MabGenesis 

㈱ 
R 元年 6 月 

７ 佐賀大学 
座圧軽減装置”フワット”の販

売事業 
Ｒ元年度 ㈱山城機巧 R 元年 8 月 

８ 宮崎大学 増殖困難な果樹台木苗の作成 Ｒ元年度 ㈱RIFNUM R 元年 10 月 
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９ 九州大学 

生態学を体験して学ぶための

教育支援アプリケーション開

発 

Ｒ元年度 
㈱サイエンス 

グルーヴ 
R 元年 10 月 

10 九州工業大学 

介護系行動認識システムおよ

び行動認識技術の汎用化プ

ラットフォームの開発 

H30 年度 
(合)AUTOCAR

E 
R2 年２月 

11 九州大学 音声明瞭化技術 R 元年度 サウンド㈱ R2 年４月 

12 宮崎大学 
楽しみながら「ロコモ」を改

善するロボットシステム 
R2 年度 LOCOBOT㈱ R2 年７月 

13 九州大学 

燃焼後排ガスからCO2を低コ

ストに分離し貯留、供給する

装置 

R2 年度 
㈱日本炭素循環

ラボ 
R2 年 12 月 

14 琉球大学 
海藻養殖における夏場の海水

冷却システムの開発 
Ｒ元年度 

㈱リテック 

フロー 
Ｒ元年 11 月 

15 佐賀大学 

AS Order：キャッシュレス決

済で「安心モバイルオー

ダー」を地方から 

R3 年度 ㈱ＡＳ R2 年 10 月 

16 鹿児島大学 

古い機器画面の目盛りをデジ

タルデータに変換する事業ー

反射光除去 OCR 技術 

R3 年度 
㈱メタシステム    

研究所 
R3 年 6 月 

17 福岡大学 

全身投与可能なステルス化腫

瘍溶解性ウイルスの開発およ

び社会実装 

R3 年度 
JOCAVIO㈱ 

（ヨカヴィオ） 
R3 年 8 月 

18 熊本大学 Staple 核酸 R3 年度 ㈱Staple Bio R3 年 11 月 

19 長崎大学 

病気を媒介する昆虫対策に必

要な研究・フィールドワーク

用品の開発とその商品化 

R2 年度 
㈱フィールド 

ワーカーズ 
Ｒ4 年６月 

20 琉球大学 

小学生向けグローバル型探求

学習プログラムの開発および

実践の仕組みづくり事業 

R3 年度 
一般社団法人 

Q ラボ 
R3 年 11 月 

21 鹿児島大学 

ガン標的ウイルスの医薬品開

発、iPS 細胞の腫瘍化根絶の

ベクター技術の開発、難治性

肝疾患根治医薬品の開発 

H29 年度 

サーブ・ 

バイオファーマ

㈱ 

R4 年 8 月 

22 大分大学 

竹を原料とする繊維と超高純

度セルロースナノファイバー

およびそれらの炭化物 

H29 年度 
㈱おおいた

CELEENA 
R3 年９月 
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23 九州大学 

活性調節ゲノム編集プラット

フォームによる新規遺伝子治

療法の開発と実用化 

R4 年度 

One 

Genomics, 

Inc. 

R5 年 2 月 

24 九州工業大学 球駆動式全方向移動装置 R 元年度 ㈱TriOrb R5 年１月 

25 琉球大学 

慢性腎臓病重症化予防のため

の多職種連携ビジュアルツー

ルの開発 

H30 年度 
㈱サステインハ

ピネス 
R5 年 10 月 

26 琉球大学 

黒ウコンに含まれるポリメト

キシフラボノイドを活用した

高付加価値機能性素材の開発 

R2 年度 
㈱ナチュファル

マ琉球 
R3 年 2 月 

27 琉球大学 

植物資源のリグニンを利用し

た脱炭素・資源循環型新素材

開発 

R4 年度 

合同会社

SHIMA 

Factory 

R6 年 3 月 

28 
北九州 

市立大学 

短時間で人と作業を交代でき

る協働ロボットパッケージ 
R5 年度 ㈱ろぼあぷり R6 年 11 月 

 

2. 九州・大学発ベンチャー・ビジネスプランコンテスト支援事業 

一般社団法人九州ニュービジネス協議会と連携し、九州地域の大学での研究や技術の発掘を

通じて、ベンチャー企業の創出を目指す事業を展開した。この活動では、大学生や若者に創造

力やチャレンジ精神を養う機会を提供し、事業計画書の作成支援やプレゼンテーション能力の

育成の場も提供している。 

今年度は、九州沖縄地区の大学１４校、高専２校およびその他の大学１校から計３６件の応

募があった。 

第一次審査（書面審査）では１６件に絞り込み、第二次審査ではベンチャーキャピタリス

ト、地場企業のオープンイノベーション担当者、専門家（公認会計士や弁理士等）による審査

委員会が予め応募者により作成された「３分間動画」を基に審査を行い、質疑応答を経て、１

０プランを最終審査に選抜した。最終審査は１１月９日に福岡市のももち浜ＳＲP ホールにおい

て、九州経済産業局や福岡市、九州経済連合会などの共催により、一般公開形式で開催した。 

各プランがプレゼン５分、質疑応答８分の後、審査委員会において技術の革新性、実現可能

性、社会的意義の観点から厳正な審査を行い、「グランプリ」、「九州経済産業局長賞」など

の各賞を授与した。特にグランプリとＮＩＣＴ（情報通信研究機構）賞を獲得した九州工業大

学のビジネスプラン「超小型人工衛星ミッションインテグレーター」は全国大会に出場し、起

業家甲子園にて見事グランプリとなる「総務大臣賞」を獲得した。 

このコンテストは、平成２９年以降、１８件のプランが起業に至り、さらに５件が起業準備中

と、地域発ベンチャー創出を後押しする重要な場となっている。 
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3. 九州の戦略産業の振興 

(1) 環境・エネルギー分野 

九州環境エネルギー産業推進機構（Ｋ－ＲＩＰ、会員数２６８）の事務局として、カー

ボンゼロ商品創出の支援を行うとともに、ベトナム及びインドネシアにおける事業展開支援な

どを行った。 

(ⅰ) 福岡発カーボンゼロ商品創出支援業務委託 

福岡市における中小企業のカーボンゼロ商品創出を支援するため、企業の脱炭素化に向

けた啓発セミナー及び新商品を企画するアイデアソンの開催や、参加企業の商品開発に向

けた伴走支援、同様の取り組みを普及させるための成果報告会等を行った。 

参加企業は、カーボンゼロ商品創出による競争力強化や、脱炭素化の検討を通じた組織

活性化等を目 し、専門家のコンサルティングや先進企業への アリング等も交えつつ取り組

みを行った。 

なお、本事業は、福岡市の委託事業により実施した。 

■参加企業のカーボンゼロ化を目 した商品・サービス 
企業名 内  容 
A 社 保管（輸送・引越）サービス 
Ｂ社 野菜水耕栽培 
Ｃ社 環境印刷サービス 
Ｄ社 雨水利用システム 
E 社 カーボンクレジット活用促進のための統合プラットフォーム（システム） 
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(ⅱ) ベトナムにおける地場企業の海外展開支援業務委託 

福岡市のグリーンテック関連企業（資源や環境の保護に資する製品や技術、サービス等

を有する企業）のベトナムにおける事業展開を支援するため、１１月にホーチミン市で開

催された展示会「ＶＩＥＴＷＡＴＥＲ ２０２４」に合わせ、参加企業５社と現地を訪問

し商談を行った。 

具体的には、案件組成に向けて、訪問前に参加企業のビジネスモデルの検討支援を行う

とともに、現地コーディネータと連携し、参加企業の事業展開ニーズを踏まえ複数抽出し

た現地企業と商談を行った。帰国後にはアフターフォローとしてオンライン商談を行っ

た。 

なお、本事業は、福岡市の委託事業により実施した。 

■「VIETWATER 2024」の参加企業 

企業名 対象事業・製品 

F 社 ファインバブル発生装置 

G 社 自動検針システム 

H 社 雨水利用システム 

I 社 水の再利用システム 

J 社 生物を用いた水質監視装置 

 

(ⅲ) 脱炭素社会構築に向けた九州・インドネシア連携プロジェクト形成・促進事業 

脱炭素関連分野の技術を有する九州域内企業のインドネシアにおける事業展開を支援す

るため、現地コーディネータと連携し、参加企業の事業展開ニーズを踏まえ複数抽出した

現地企業とオンラインで事前商談を行うとともに、３月にはインドネシア・ジャカルタ特

別市などを訪問し商談、意見交換を行った。 

具体的には、訪問前に参加企業の PR 動画を作成、YouTube に掲載し、オンラインの事

前商談に活用するとともに、新たに提供する付加価値を温室効果ガス排出量の削減貢献と

定め、オンラインの事前商談や現地商談で提案した。 

なお、本事業の一部は、（一財）貿易・産業協力振興財団の助成事業により実施した。 

■インドネシアミッションの参加企業 

企業名 対象事業・製品 

K 社 石炭灰リサイクルによる透水・保水性舗装 

L 社 燃焼灰を用いた機能性土木資材 

M 社 太陽光発電所の保守 

N 社 野菜シートの製造販売 

O 社 マイクロバブル発生装置 

P 社 温暖化ガス排出量算定サービス 

Q 社 地盤改良機材 
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(2) 医療機器・ヘルスケア分野 

九州ヘルスケア産業推進協議会（ＨＡＭＩＱ：会員数１７０）の事務局として、九州の半

導体や自動車産業で蓄積した精密加工技術等を活用した医療機器分野への参入、医療・介護機

関とサービス事業者のコラボレーション、医療機器メーカーの販路開拓・海外事業展開、医療分

野・ヘルスケア分野でのＡＩやＩｏＴ技術の活用・サービスに係る需要の創出等を目的に専門

家を配置し、支援を行った。 

具体的には、国立研究開発法人日本医療開発機構（ＡＭＥＤ）から採択された「地域連携

拠点自立化推進事業（令和５～６年度）」により、九州・沖縄地域の支援機関や大学等との連

携を強化し、全国の支援機関とも協力体制を構築した。 

また、人材育成プログラムの実施やマーケティングツールの開発、更に海外進出に向けて

の出展支援等を行い、国内展示会への出展支援や内視鏡外科学会での医工連携セミナー共催な

ど、医療・ヘルスケア産業への進出を目指す企業のサポートも行った。 

更に、来年度以降の事業展開を睨み、ヘルスケア産業への参入を目指す企業に実証の場を

提供し社会実装へと繋げていく「ヘルスケア産業基盤高度化推進事業（経済産業省）」に採択

され、１１月から事業をスタートさせた。 

 

 
STEP３②：イノベーションのニーズ・シーズを探求し、繋いで、事業化する 

（新事業の掘り起こしから研究開発・上市に至るコーディネート） 
 
 

4. オープンイノベーションセミナー等の開催 

九州イノベーション創出戦略会議（ＫＩＣＣ）の枠組みも活用し、企業等のニーズ・シーズ

の情報提供やコーディネータによるマッチング活動を推進し、新事業の創出を支援した。 

また、オープンイノベーション気運の醸成を図り、特に中堅・中小企業とスタートアップ企業の

共創を推進するため、オープンイノベーション推進のポイントや先行事例および支援施策等を広く

企業や自治体に周知するオープンイノベーションフォーラムを九州経済産業局と共催で開催した。 

 

開催日 概 要 

2 月 20 日 

・会場：esports Challenger’s Park（福岡市） 
・参加者：９８名（会場３９名、オンライン：５９名） 
・講演１ ㈱ユニッジ Co-CEO 土井雄介氏 
・講演２ リックス㈱ 主任 福島豊仁氏 
・講演３ SBI インベストメント㈱ 次長 山崎卓郎氏 
・パネルディスカッション 
・スタートアップのオープンイノベーション事例発表 
・ネットワーキング/名刺交換会 
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5. 九州イノベーション創出戦略会議 [ＫＩＣＣ]  

九州イノベーション創出戦略会議（ＫＩＣＣ）の事務局として、九州の大学・高専・公設試

等、６１機関と連携し、企業の技術課題解決に資する活動を支援した。 

なお、同会議は設立から 15 年を経過し、地域での一定の役割は終わったものとして、現在の事

業のうち有益な事業やイベントは各個別の機関（ＫＯＩＣや九経局等）に移管することとし、令

和 6 年度末をもって発展的に解散した。 

(1) 通常総会・特別講演会の開催 

７月２３日に博多サンヒルズホテル（福岡市）にて開催 

通 常 総 会 
令和５年度事業実績報告(案)、令和６年度事業計画（案）、 

役員等の選任（案）について全て承認 

特別講演会 

講演１「知財で切り拓くアカデミア発スタートアップの未来」 

講演者：特許庁 総務部企画調査課長   柳澤 智也 氏   

講演２「シリコンアイランド九州の未来」 

講演者：(公財)九州経済調査協会 常務理事兼事業開発部長             

岡野 秀之 氏                    
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 (2) KICC構成機関のコーディネータ間ネットワーク構築 

KICC構成機関間の「コーディネータの顔が 

見える関係づくり」のため、昨年度からの継続 

事業として、産業支援機関コーディネータ交流 

会を九州経済産業局と共同開催した。 

 

 

(3) ＫＩＣＣホームページの改修・更新 

    （開放機器情報、ＫＩＣＣ構成機関コーディネータ・マネージャー情報） 

ＫＩＣＣのホームページから検索で るＫＩＣＣ構成機関の開放機器データベースの情報を

更新し相互利用の促進を行うとともに、ＫＩＣＣ構成機関のコーディネータ・マネージャー情

報を更新し企業等の技術相談等の推進を行った。 

なお、過年度の構成機関からの提案意見を反映しＫＩＣＣホームページの技術相談コーナー

の申し込み様式を簡易なものに改善して企業からの相談利用の促進を図った。 

(4) ＫＩＣＣ構成機関（６１機関）との意見交換 

構成機関の 募情報や取組みなどの情報発信を実施した。 

ＫＩＣＣの今後のあり方検討の基 データにするため「ＫＩＣＣ事業活動に関するアンケー

ト」を行った。 

実施時期 アンケート内容 主な意見 

9 月 20日～ 
10 月 3日 

①ＫＩＣＣが実施している事業

（講演会、交流会など）並びに

Ｗｅｂツール（開放試験分析機

器ＤＢなど）について利用状況

・産業支援機関コーディネータ交流会

やオープンイノベーションセミナー

は有益。 

・Ｗｅｂツールの利用頻度は低く、大

開催日 参加者数 参加産業支援機関 

1 月 22日 29 名 

［産業支援機関］ 
①九州オープンイノベーションセンター、②福岡県産業・科学技
術振興財団、③北九州産業学術推進機構、④九州先端科学技術研
究所、⑤飯塚研究開発機構、⑥佐賀県産業振興機構、⑦長崎県産
業振興財団、⑧くまもと産業支援財団、⑨宮崎県産業振興機構、 
⑩かごしま産業支援センター、⑪久留米リサーチ・パーク 
[国、国の外郭団体] 
九州経済産業局、産業技術総合研究所九州センター、 
中小企業基盤整備機構九州本部 
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やその評価  学や支援機関等のＫＩＣＣ以外サイ

トを利用。 

②ＫＩＣＣとの連携状況、 

ＫＩＣＣに対する期待や推進す

べ 事業内容、 

九州広域連携プラットフォーム

の必要性 

・ＫＩＣＣとの連携実績は 無。 

・今後ＫＩＣＣへの積極的な参加を希

望する機関は１割程度。 

・ＫＩＣＣ（広域連携プラットフォー

ム）の解散については、７割弱の機

関が賛成。  

アンケートの結果を基に九州経済産業局とＫＩＣＣ事務局で「ＫＩＣＣの今後のあり方」に

ついて熟議した結果、「ＫＩＣＣは設立から１５年を経て地域での一定の役割は終わったもの

として、現在の事業のうち有益な事業やイベントは別の機関等に移管し、令和６年度末をもっ

て発展的に解散してはどうか」と構成機関の意見を聞く（臨時総会）こととした。 

(5) 臨時総会（書面議決）の開催 

１月２７日～２月１０日の期間で書面開催。 

「ＫＩＣＣは令和６年度末をもって解散する」ことを議決した。 

 
6. 九州Ｅａｒｔｈ戦略Ⅱ実現に向けた新事業創出  【ＪＫＡ※補助事業】  

九州の産業成長戦略である「九州・沖縄Ｅａｒｔｈ戦略Ⅱ」実現の一助として、オープンイノ

ベーションによるモノづくり基盤や先端技術等の事業化を通じたイノベーションの創出に向け、Ｋ

ＯＩＣの職員とコーディネータが一緒に九州の研究開発型中小企業を訪問し、技術やビジネスの

ニーズやシーズを調査・発掘。これらの事業化に向け、企業・大学・産業支援機関とのマッチ

ングを図りプロジェクトメイク。ＫＯＩＣコーディネータがコーディネートする研究会で解決に向

けた事業計画の策定などの支援を行い、技術開発等が必要なプロジェクトは国の技術開発補助

事業等の活用を図るほか、事業化に向けた展示会出展支援を行い、入口から事業化まで一貫した事

業化支援を行った。 
 

※ＪＫＡ：Japan Keirin Autorace Foundation。自転車・小型自動車 営競技を振興する

 益法人。 

売上の一部を機械振興と 益事業の振興事業に補助している。 

(1) 委員会、会議等による事業統括・管理 

事業の方向性、事業の推進状況等を統括管理する事業推進委員会を開催するとともに、支援

プロジェクト毎の進捗、課題の共有を行い、互いにアドバイスを行うコーディネータ会議を開催し

た。 
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委員会・会議名 開催日 概 要 

事業推進委員会 

6 月 12 日 
2024 年度機械振興チャレンジ研究調査の審査 

2022 年度 JKA 補助事業自己評価Ⅱ審議 

2 月 18 日 

2024 年度 JKA 補助事業自己評価Ⅰ審議 

2024 年度機械振興チャレンジ研究調査成果の評価 

2025 年度 JKA 補助事業の概要説明 

コーディネータ 

会議 

5 月 28 日 
2023 年度活動実績、2024 年度 JKA 補助事業概要 

コーディネート活動について 他 

11 月 7 日 
2024 年度コーディネート活動実施状況 

2025 年度 JKA 補助事業の申請内容について 他 

2 月 25 日 
2024 年度コーディネート活動実施状況 

2024 年度 JKA 補助事業自己評価Ⅰについて 他 
 

(2) コーディネート活動（技術ニーズの発掘、シーズとのマッチング、ブラッシュアップ研究会） 

コーディネート活動では、ニーズ調査で中小企業を数多く訪問することを目的化することなく、

支援ニーズを抱えている企業をいかに訪問・発掘し、マッチング、ブラッシュアップ研究会につな

げていくかがポイント。 

今年度は、終日型コーディネータ（週２日程度）１名、単発型コーディネータ５名の６名体制で

のコーディネート活動を実施。終日型コーディネータを配置したことからホームページや電話など

での問い合わせ、相談にも迅速な対応ができている。 

コーディネート活動は、コーディネータを昨年度の１０名から６名体制としたこともあり、ニー

ズ調査・マッチングは年間目標８０件を下回ったものの、その出口であるブラッシュアップ研究

会は目標１０件（公募３件を除く）に対し１２件発足し、事業全体を効果的に実施することができ

た。 

なお、各プロジェクトは、ブラッシュアップ研究会の結果を踏まえ、改良・改善をフォロー

するとともに、国等の技術開発補助事業への申請および事業化に向けた支援を行っている。 
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■活動実績 

ニーズ調査（コア技術調

査） マッチング調査 活動件数計 
ブラッシュアップ研究会

発足数 
 支援ニーズ有 

3９ 1８ 1８ 5７ 12 

（年間目標） 
ニーズ調査・マッチング：80 件､ブラッシュアップ研究会発足数：10 件(公募３件を除く) 

 

(3) 機械工業振興チャレンジ研究調査（公募） 

技術開発の前段階である技術課題や市場の分析を支援する大学・公設試・企業等向けの提案公

募事業では、7 件の応募があり、事業推進委員会の審議を経て下表の 3 件を採択した。 

3 件については、案件毎のブラッシュアップ研究会を開催し、事業化に向けた検討・研究を

行った。 

 研究題目 参加機関・企業 今後の予定 

1 

バーンインボード剥離洗浄

の脱酸洗浄・脱アルカリ洗

浄化の確立 

九州エレクトロン株式会社 

ソニーセミコンダクタマニュファクチャリング株式会社 

産業技術総合研究所 九州センター 

今年度終了 

2 
金属キレート化フルボ酸の

水耕栽培における効果 

九州産業大学生命科学部 

農業・食品産業技術総合研究機構 九州沖縄農業研究センター 

株式会社フルボ産業 

今年度終了 

3 糖尿病向けソックスの開発 

株式会社ワールドグローブ 

久留米大学医療センター 

久留米大学研究推進戦略センター 

次年度継続

研究 

(4) 展示会出展・成果報告会・セミナー 

これまでにブラッシュアップ研究会等で支援した中小企業の技術や製品等を紹介するため、展示会

『モノづくりフェア２０２４』に４社の出展を行うとともに、同フェアの中で「機械工業振興

チャレンジ調査研究成果報告会」を開催し、販路開拓や業務提携等の事業展開の機会を設けた。 

また、オープンイノベーションフォーラムを九州経済産業局と共催で２月２０日に開催する

とともに、カーボンニュートラル普及啓発や生成ＡＩ活用促進のセミナー等（後述）を開催し

た。 

 

 

 

 

 

 

 

－ 32 －



- 33 - 
 

 

開催日 概 要 参加・進捗状況 

10 月 16 日

～18 日 

モノづくりフェア 2024に出展 

KOIC の支援事例および九州域内中小

企業の技術や製品等を紹介し、販路開拓

や業務提携等事業展開のチャンスを広げ

るため出展 

（出展支援４社： 

①(株)西田、②(株)坂本電機製作所、 

③(株)クライミング、 

④(株)ワールドグローブ/天佑(株)） 

フェア来場者数：合計 24,789名 

 

支援企業 4 社の成果 

・商談成立件数：２件 

・見積提出件数：１件 

・開発/製造/販売における 

提携件数：４件 

10 月 17 日 

JKA補助事業成果発表会開催 

（モノづくりフェア 2024内） 

機械工業振興チャレンジ調査研究の成果

を広く紹介 

参加者数：27 名 

2 月 20 日 
オープンイノベーションフォーラムを

九州経済産業局と共催 

参加者数：９８名 

(会場:３９名 オンライン:５９名) 

 

7. 成長型中小企業等研究開発支援事業（Go-Tech事業）  

特定ものづくり基盤技術（情報処理、精密加工、立体造形等の１２の技術分野）およびＩｏ

Ｔ、ＡＩ等の先端技術を活用した高度なサービスに関する研究開発や試作品開発等の取り組み

を支援するため、企業の技術と大学・高専・公設試のシーズや専門的知見を結集して行う経済

産業省の産学連携型の技術開発補助事業を活用し、開発と事業化を目的としたプロジェクトに

事業管理機関としてマネジメントを行った。 

具体的には、今年度は３件の新規案件（うち１件は２年目から支援）と２件の継続事業につ

いて、事業進捗状況などの管理・調整役である事業管理機関として効率的な事業運営を行っ

た。 

また、過去のサポイン事業１６件の各実施機関に事業化状況のフォローアップ調査を行った。 
 

※Go-Tech 事業：基盤技術分野の新技術・新事業開発を促進する、経産省補助事業売上の

対象は中小企業・大学・高専・公設試上限３年間 9,750 万円、 

補助率：中小企業 2/3、公設試等 定額。 

 
 

 分野 件名 補助先 実施状況 

継
続 

機
械
制
御 

安全性を劇的に向上させる手術支援

ロボット用臓器誤接触回避システム

の開発 

【令和 5 年度～令和 7 年度予定】 

Ｆ.ＭＥＤ(株) 

九州大学 

（令和 5 年度採択事業） 

 

今年度の計画目標は達成 

次年度も研究開発を継続予定 
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測
定
技
術 

家畜感染症拡大防止を目的とする現
場で迅速に判断で る高速・高感度
簡易病原体検出キットの開発 
【令和 5年度～令和 7年度予定】 

(株)HaKaL 
北海道大学 
熊本大学 
久留米大学 
他 1社 

（令和 5年度採択事業） 
 
今年度の計画目標は達成 
次年度も研究開発を継続予定 

新
  

バ
イ
オ 

アクアポリン FO（正浸透）膜によ
るバイオガスプラント消化液の大容
量濃縮法の開発 
【令和５年度～令和６年度】 

バイオマスリ
サーチ(株) 
他１社 

（令和５年度第２回採択事
業・KOICは令和６年度のみ
事業管理機関） 
今年度の計画目標は達成 
今年度で事業終了 

材
料
製
造
プ
ロ
セ
ス 

生分解可能な大豆樹脂を用いた環境
性能と耐久性を両立した路面標示塗
料の研究開発 
【令和６年度～令和８年度予定】 

田川産業(株) 
九州工業大学 

（令和６年度採択事業） 
 
今年度の計画目標は達成 
次年度も研究開発を継続予定 

精
密
加
工 

病理標本製作における切出し工程に
おいて切断面の組織損傷を抑えるこ
とが出来る安全性が高い切断工法の
開発 
【令和 6年度～令和８年度予定】 

(株) ファイン
テック 
他１社 

（令和６年度採択事業） 
 
今年度の計画目標は達成 
次年度も研究開発を継続予定 

 

8. 他機関との連携事業 

産業支援機関コーディネータ交流会（再 ）や九州・沖縄地域産業連携推進会議に参加し、

コーディネータや九経局、中小機構、産総研等の関係機関と情報交換を行った。 

実施日 会議名 主な目的 

1月 23日 産業支援機関コーディネータ交流会 
ＫＩＣＣ構成機関間のコーディネー

タの顔が見える関係づくり 

6月 4日 
2月 13日 
2月 27日 

九州・沖縄地域産業技術連携推進会議 
広域連携推進検討Ｗ／Ｇ 

九州・沖縄各県 設試及び産業技術総

合研究所九州センターの広域連携に資

する事項協議及び広域連携を促進 

 
9. 成功報酬型コーディネート事業 

成功報酬型コーディネート事業は、事業課題を抱える中小企業とＫＯＩＣが契 を結び、成功報酬

型コーディネータが契 企業に出向 、経営層との面談による伴走型支援を行った結果、契 企

業が資金の獲得、利益の発生等が生じた場合にＫＯＩＣが成功報酬を受け取る事業。 

支援内容は、定期的なコンサルタント、 財の取得と売却、試作の実施、資金（補助金等）獲

得支援、販路開拓等、契 企業の要望に じて実施する。 
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今年度は契約継続中の１３社を中心に７２件の支援活動を行い、成功報酬として１１，２３９

千円を受け取った。 

しかしながら、本事業はＫＯＩＣの前身である九州産業技術センター時代の平成２７年から実施し

ている伴走型支援の先駆けであったが、九州内にも数多くの支援機関、コンサルタントが育ち、当

財団による先導的な役割は果たせたことから、事業開始から１０年となる今年度末をもって終了させ

た。 

 

   ■活動実績 

区分 
令和６年度 

（件数） 
概 要 

新規企業発掘 １ 
優位な技術を有し、新製品開発・市場開拓を目指す中小

企業の調査・発掘等 

契約前 

プレ支援事業 
0 

要素技術・コア技術の発掘 

事業化の課題等の抽出と解決方法等の提示 

知財の有効活用等の提示等 

契約後支援事業 ７１ 

事業化計画の検討 

知財活用先、試作先、共同開発相手、販売先等の探索と

交渉 

成功報酬契約項目の実践等 

合  計 ７２ － 

 

■成功報酬額 

 令和６年度 

成功報酬額（千円） １１，２３９千円 
 

■令和 6年度当初の継続契約 1３件 

企業 支援事業 支援内容 成功報酬 

A 社 
販路開拓支援 
 

・製品化支援 
・製品販売 

・試作品開発 15 万円/件 
・当該製品の利益の 10% 
・契約解除(R7.3 末)  

B 社 

ロボット開発支援 
新規事業に係る支援 
 
 

・試作品の開発 
・特許等の知財対応 
・量産体制の構築 
・製品販売 
・ﾌﾞﾗﾝﾃﾞｨﾝｸﾞﾏｯﾁﾝｸﾞ支援 
・販路開拓支援 

・試作品完成時 50 万円 
・特許登録時 5 万円/件 
・量産ライン完成時 50 万円 
・当該製品の利益の 20% 
・マッチング契約50万円/件 
・建築契約の利益の 20％ 
・契約解除(R7.3 末)  

C 社 

新規事業に係る支援 
販路開拓支援 
事業購入 
資金獲得支援 

・開発コンサル 
・顧客開拓 
・許認可取得支援 
・資金(補助金等)獲得のた

めの申請に係る支援 

・開発コンサル料 50万円/年 
・当該製品の利益の10% 
・事業買収金額の 10％ 
・医療許認可申請 5 万円/回 
・獲得資金の 5％ 
・事業譲渡(R7.3 末) 

D 社 
事業化支援 
 
 

・原価計算 
・製造技術管理 
・試作費用計算 

・当該事業の利益の 20% 
・契約解除(R6.８末) 
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E 社 
知財戦略 
新規事業に係る支援 
資金獲得支援 

・知財戦略の立案、実行 
・資金(補助金等)獲得のため

の申請に係る支援 

・10 万円/月 
・獲得資金の 5％ 
・事業譲渡（R6.11 末） 

F 社 
事業化支援 
 

・販路開拓支援 
・知財戦略支援 

・開発製品の利益の 15％ 
・特許出願３万円/件 
・契約解除(R7.3 末)  

G 社 

事業化支援 
資金獲得支援 
 

・製品開発支援 
・事業化ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ 
・新事業創出 
・資金獲得申請支援 

・10 万円/月 
・獲得資金の 5％ 
・契約解除(R6.4 末) 

H 社 
事業化支援 
 
 

・製品開発支援 
・事業化ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ 
・新事業創出 

・10 万円/月（４か月） 
・具体的支援内容発生まで 
・契約解除(R7.3 末)  

I 社 
共同研究開発・技術提携支援 
事業有償譲渡 

・資金提供契約支援 
・有償譲渡契約支援 

・提供支援、提携料の 20％ 
・契約解除(R7.3 末)  

J 社 
資金獲得支援 
 

・資金(補助金等)獲得のた
めの申請に係る支援 

・着手金 10 万円×2 か月 
・獲得資金の 10％ 
・契約解除(R7.5 予定)  

K 社 

資金獲得支援 
 
 

・資金(補助金等)獲得のた
めの申請に係る支援 

・着手金 10 万円×2 か月 
・獲得資金の 10％ 
・契約解除(R7.3 末)  

L 社 
資金獲得支援 
 

・資金(補助金等)獲得のた
めの申請に係る支援 

・着手金 10 万円×2 か月 
・獲得資金の 10％ 
・契約解除(R7.3 末)  

M 社 
資金獲得支援 
 
 

・資金(補助金等)獲得のた
めの申請に係る支援 

・着手金 10 万円×2 か月 
・獲得資金の 10％ 
・契約解除(R7.3 末)  
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◎ 戦略産業の振興（ 2024年度の K-RIP、HAMIQ の事業概要 ） 
 
● 九州成⾧産業戦略を実現すべく、クリーン（環境・エネルギー）、ヘルスケア〈医療機
器・サービス）の新事業創出を支援するため、各推進組織（K-RIP、HAMIQ）における情
報提供、研究会、マッチング、技術開発、販路拡大、海外展開等の新事業創出事業の支援
を行った。 

 
(2025.3.31 現在) 

産業分野 環境・エネルギー 医療機器・サービス 

推進組織 K-RIP 
九州環境エネルギー産業推進機構 

HAMIQ 
九州ヘルスケア産業推進協議会 

会 員 ・総数 268 
うち有料会員 202 

・総数 162 
うち有料会員 92 

体 制 ・部⾧、部⾧ 
・マネージャー １人 

・部⾧、次⾧ 
・マネージャー等３人 

実 
 
 
 
施 
 
 
 
事 
 
 
 
業 

会 
 
 
費 

総会・役員会・企画部会・講演会 
エコ塾（年4回） 
研修交流会 
ASEAN 交流事業（ベトナムへのミッション
の派遣等） 
会員企業の相談・マッチング支援 など 

総会・幹事会・講演会 
ヘルスケア産業づくり貢献大賞 
情報誌ヘルスケアNEXT発刊 
九州アライアンス会合開催 
会員企業の相談・支援 など 

外 

 

部 

 

資 

 

金 
 

 
① カーボンゼロ商品創出の支援 
  ・意識啓発セミナー及び勉強会等の開催

や、伴走支援の実施 
 
 
② 循環型経済関連企業の台湾における事業
展開の支援 
・ミッションの派遣等 

 
 
③ グリーンテック関連企業のベトナムにお
ける事業展開の支援 
・ミッションの派遣やオンライン商談の
実施等 

 
 
④ 脱炭素関連企業のインドネシアにおける
事業展開の支援 
・ミッションの派遣やオンライン商談の
実施等 

 
 

 
① 医工連携による医療機器開発・部材開
発の支援 
・医療機器製造業と医療現場のマッチ
ング （Web マッチング） 

・開発案件の販路開拓 (学会の展示
会）、協業企業とのマッチング 

 
② 大学発開発案件の事業化コンサルティ
ング 

 
③ 公的助成金申請支援 
・Go-Tech、AMED等 

 
④ 医療機器開発支援人材育成プログラム 
 
⑤ 医療業界基礎知識の動画コンテンツ作
成・公開 

 
⑥ 九州各県の自治体・大学との連携強化 
 
⑦ 企業の事業化支援 
・企業の優れた技術を写真・動画で発
信 

・マーケッティングツールの活用で市
場調査 

・海外事業展開支援（海外展示会への
出展支援） 
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Ⅴ．2025（令和 7）年度 の 事業計画 
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ST
EP

３
:イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

の
ニ

ー
ズ

・
シ

ー
ズ

を
探

求
し
､
繋

い
で

､
事

業
化

す
る

（
事

業
化

の
た

め
の

コ
ー

デ
ィ
ネ

ー
ト

）

九
州

･大
学

発
ベ

ン
チ

ャ
ー

育
成

支
援

事
業

(
九

州
･
大

学
発

ﾍ
ﾞ
ﾝ
ﾁ
ｬ
ｰ
振

興
会

議
)

◆
九

州
の

大
学

研
究

シ
ー

ズ
の
起

業
化

支
援

、
企

業
の

事
業

ニ
ー

ズ
に

対
す

る
大

学
か

ら
の

シ
ー

ズ
（

解
決

す
る

研
究

成
果

）
提

案
と

の
マ

ッ
チ

ン
グ

◆
Ｊ

Ｓ
Ｔ

事
業

と
の

連
携

、
新
規

会
員

企
業

募
集

等
に

よ
る

大
学

発
ベ

ン
チ

ャ
ー

育
成

支
援

エ
コ

シ
ス

テ
ム

の
充

実
・

強
化

九
州

・
大

学
発

ベ
ン

チ
ャ

ー
・
ビ

ジ
ネ

ス
プ

ラ
ン

コ
ン

テ
ス

ト
支

援
事

業
◆

九
州

の
大

学
・

高
専

の
学

生
を

対
象

と
し

た
ベ

ン
チ

ャ
ー

ビ
ジ

ネ
ス

プ
ラ

ン
コ

ン
テ

ス
ト

の
開

催
及

び
起

業
支

援
【

九
州

Ｎ
Ｂ
Ｃ

と
の

連
携

】

九
州

の
戦

略
産

業
の

振
興

（
戦
略

産
業

ク
ラ

ス
タ

ー
組

織
：

K
-R
I
P
、

H
A
M
I
Q
）

◆
環

境
・

エ
ネ

ル
ギ

ー
、

医
療
機

器
・

ヘ
ル

ス
ケ

ア
分

野
の

産
業

振
興

組
織

の
運

営
支

援

【
新

事
業

の
掘

り
起

こ
し

か
ら
研

究
開

発
・

上
市

に
至

る
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
ト

】

オ
ー

プ
ン

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
に
よ

る
産

業
技

術
の

振
興

（
J
K
A補

助
事

業
）

◆
新

事
業

創
出

気
運

醸
成

に
向
け

た
オ

ー
プ

ン
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

セ
ミ

ナ
ー

等
の

開
催

◆
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

と
職

員
に
よ

る
企

業
ニ

ー
ズ

・
シ

ー
ズ

の
訪

問
調

査
◆

マ
ッ

チ
ン

グ
支

援
、

ブ
ラ

ッ
シ

ュ
ア

ッ
プ

研
究

会
、

技
術

開
発

支
援

、
事

業
化

支
援

◆
中

堅
・

中
小

・
ス

タ
ー

ト
ア
ッ

プ
支

援

成
長

型
中

小
企

業
等

研
究

開
発
支

援
事

業
（

G
o
-
T
e
c
h
事

業
）

◆
産

学
連

携
型

技
術

開
発

に
よ
る

新
製

品
・

サ
ー

ビ
ス

、
ビ

ジ
ネ

ス
モ

デ
ル

等
の

開
発

◆
事

業
化

を
見

据
え

た
産

学
プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
組

成
（

売
り

先
、

ユ
ー

ザ
ー

の
参

画
）

他
機

関
と

の
連

携
事

業
◆

産
業

支
援

機
関

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
交

流
会

へ
の

参
加

、
産

総
研

九
州

セ
ン

タ
ー

、
中

小
機

構
九

州
本

部
等
と

の
連

携
に

よ
り

新
事

業
創

出
支

援
の

情
報

交
換

ST
EP

１
：

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
の
気

付
き

を
発

信
・

普
及

す
る

（
Ｇ

Ｘ
・

Ｃ
Ｎ

、
ソ

ー
シ

ャ
ル
ビ

ジ
ネ

ス
等

の
新

し
い

ビ
ジ

ネ
ス

の
気

付
き

の
提

供
）

世
界

の
オ

ー
プ

ン
イ

ノ
ベ

ー
シ
ョ

ン
拠

点
と

の
交

流
事

業
◆

こ
れ

ま
で

ミ
ッ

シ
ョ

ン
派

遣
な

ど
を

通
じ

て
交

流
し

て
き

た
国

々
の

経
済

団
体

と
の

交
流

の
深

化

オ
ー

ル
九

州
衛

星
デ

ー
タ

ビ
ジ
ネ

ス
公

開
マ

ッ
チ

ン
グ

事
業

◆
自

治
体

の
ニ

ー
ズ

と
衛

星
デ
ー

タ
解

析
事

業
者

と
の

マ
ッ

チ
ン

グ
に

よ
る

、
衛

星
デ

ー
タ

の
利

活
用

の
実

証
・
事

業
化

【
九

州
経

済
産

業
局

と
の

連
携

】

グ
リ

ー
ン

ト
ラ

ン
ス

フ
ォ

ー
メ
ー

シ
ョ

ン
（

Ｇ
Ｘ

）
研

究
会

◆
中

小
企

業
の

カ
ー

ボ
ン

ニ
ュ
ー

ト
ラ

ル
(Ｃ

Ｎ
)
に

向
け

た
取
り

組
み

機
運

を
醸

成
す

る
啓

発
セ

ミ
ナ

ー
等

の
開
催

(産
学

官
連

携
の

GX
研

究
会
設

置
を

目
指

す
)

社
会

課
題

解
決

の
た

め
の

ソ
ー
シ

ャ
ル

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
◆

ユ
ヌ

ス
・

ジ
ャ

パ
ン

と
の

連
携

に
よ

る
「

ソ
ー

シ
ャ

ル
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

」
講

座
の

開
催

若
い

世
代

の
活

躍
促

進
に

よ
る

【
九

州
経

済
産
業

局
と

の
連

携
】

地
域

企
業

の
競

争
力

強
化
に

向
け

た
機

会
創

出
支

援
事

業
◆

若
い

世
代

と
組

織
が

と
も

に
輝

く
「

個
を

活
か

し
た

組
織

経
営

」
に

つ
い

て
の

、
検

討
会

、
座

談
会

の
開

催
（

行
政

、
経

済
団

体
等

に
提

言
提

案
を

目
指

す
）

地
域

技
術

交
流

事
業

◆
国

立
大

学
法

人
と

産
業

界
等
と

の
共

同
研

究
推

進
に

つ
い

て
の

意
見

交
換

（
九
州
・

沖
縄

地
区

国
立

大
学

法
人

産
学

官
連

携
関

連
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
長
等
会

議
）

カ
ー

ボ
ン

ニ
ュ

ー
ト

ラ
ル

（
Ｃ
Ｎ

）
普

及
啓

発
事

業
◆

九
経

連
、

K-
RI

Pと
の

連
携
に

よ
る

展
示

会
出

展
や

中
小

企
業

向
け

啓
発

セ
ミ

ナ
ー

の
実

施

情
報

発
信

事
業

◆
デ

ジ
タ

ル
メ

デ
ィ

ア
、

活
字
媒

体
の

活
用

に
よ

る
当

セ
ン

タ
ー

の
認

知
度

向
上

ST
EP

２
：

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
を
進

め
る

人
材

を
育

成
す

る
（

Ｇ
Ｘ

の
視

点
、

Ａ
Ｉ

を
活

用
し

た
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

推
進

人
材

の
育

成
支

援
）

九
州

ネ
ク

ス
ト

リ
ー

ダ
ー

塾
（
We

bと
の

併
用

）
◆

生
成

Ａ
Ｉ

を
活

用
し

た
ビ

ジ
ネ

ス
変

革
の

実
践

な
ど

、
柔

軟
な

発
想

と
ス

ピ
ー

ド
感

を
持

っ
た

次
代

の
変

革
リ
ー

ダ
ー

の
育

成
支

援

若
手

研
究

者
海

外
研

究
交

流
支
援

事
業

◆
電

力
・

エ
ネ

ル
ギ

ー
分

野
の
若

手
研

究
者

の
グ

ロ
ー

バ
ル

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

構
築

◇
社

会
課

題
の

解
決

と
新

市
場
等

の
創

出
を

同
時

達
成

す
る

先
導

地
域

九
州

の
実

現
に

向
け

、
オ

ー
プ

ン
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

の
「

場
」

の
提

供
と

事
業

化
等

の
「

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

ト
」

を
推

進

◇
Ｖ

Ｕ
Ｃ

Ａ
の

時
代

を
生

き
抜
く

た
め

、
事

業
を

通
し

て
社

会
的

課
題

を
解

決
す

る
経

営
や

Ｇ
Ｘ

、
Ｃ

Ｎ
な

ど
の

中
小

企
業

が
取

り
組

む
べ

き
喫

緊
の

課
題

へ
の

対
応

に
つ

い
て

、
気

付
き

の
場

の
提

供
や

人
材

の
育

成
支

援
に

取
組
む

。
ま

た
大

学
発

ベ
ン

チ
ャ

ー
支

援
、

技
術

開
発

の
企

画
段

階
か

ら
事

業
化

ま
で

一
貫

し
た

伴
走

支
援

に
取

組
む

。

川 上 領 域

1 2 6 73 5 8 9 10

川 下 領 域

11 12 13

各 事 業 の 参 加 企 業 の ニ ー ズ 把 握 ・ 事 業 化 へ の 繋 ぎ

14 15 16

情
報

共
有

・
連

携

企
業
変
革

・
社
会

変
革

を
推
進

す
る

人
材
投
資

・
支
援

4

総
事

業
費

：
22
6,
58
3千

円

２
０
２
５
（令

和
7
）年

度
事

業
計

画
一

覧

(国
際

会
議

、
留

学
支

援
)
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〒812-0013
福岡市博多区博多駅東2丁目13番24号 ［（一財）九州オープンイノベーションセンター内］
TEL 092-411-7450　FAX 092-472-6609 
URL https://hamiq.koic.or.jp　E-mail hamiq.info@koic.or.jp

◎ 会 費※

　 1口10万円(1口以上）
　 ※会費期間は4月～翌3月までの１年間です。

〒812-0013  福岡市博多区博多駅東2丁目13番24号

総 務 部
技術振興部
イノベーション推進部

TEL 092-411-7391 (代） FAX 092-472-6609
TEL 092-411-7394 FAX 092-472-6688 
TEL 092-411-7354 FAX 092-472-6609
URL https://www.koic.or.jp/  E-mail info@koic.or.jp

賛助会員制度のご案内

九州環境エネルギー産業推進機構 (K-RIP)
Kyushu Renewable Energy and Environmental Industry Promotion Association

The organization to promote the Health-Care And Medical device Industry in K(Q)yushu

〒812-0008
福岡市博多区東光2丁目7番25号 ［㈱正興電機製作所 本社ビル内］
TEL 092-474-0042　FAX 092-985-0055
URL https://k-rip.gr.jp　E-mail info@k-rip.gr.jp

九州ヘルスケア産業推進協議会 (HAMIQ)

当財団は、九州地域の産業技術振興事業等を円滑に推進するために、賛助会員制度を設けています。
活動趣旨にご賛同の方は、是非賛助会員にご入会いただきますようお願い申し上げます。

◎ 入会手続き

https://www.koic.or.jp/outline/application/

下記のホームページから「入会申込書」をダウンロードいただ＜か、
または、センター事務局(092)411-7391にご連絡くだされば「入会
申込書」をお送りいたします。

東光小

東比恵1→
→

東比恵
百
年
橋
通
り

御
笠
川

比恵新橋

都ホテル

筑
紫
通
り

竹
下
通
り

J
R
博
多
駅

東
比
恵
駅

筑
紫
口

音羽

福岡合同庁舎 九州オープン
イノベーションセンター
HAMIQ

九州オープン
イノベーションセンター
HAMIQ

K-RIPK-RIP

ホテル 
ザ・ベーシックス福岡
ホテル 
ザ・ベーシックス福岡

中比恵公園中比恵公園
ヨドバシカメラ

博多駅東

東光2

博多駅東


